ロコモティブ・シンドロームのチェックポイント

日本整形外科学会では表記の症候群の啓蒙運動を行っている．「ロコモティブ」は“locomotive”移動能力という意味であり、足腰が弱って日常動作に困難を起こしている状態の総称である．次の7項目をチェックポイントとしています．

1． 片脚立ちで、靴下がはけない．

2． 家の中でつまずいたり、滑ったりする．

3． 階段を上るのに、手すりが必要である．

4． 横断歩道を青信号で渡りきれない．

5． 15分くらい続けて歩けない．

6． ２㎏程度の買い物（１リットルの牛乳パック2個程度）をして持ち帰るのが困難である．

7． 家のやや重い仕事（掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）が困難である．

Metabolic Syndromeが「メタボ症候群」と略されて広く使われるようになった．Locomotiveという言葉はかなり専門的で一般に知られていない．最初から「ロコモ症候群」と略称で普及を計るのも一つの戦略であろう．

